
　
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
―
－
広
　
東
　
偕
　
の
　
一
　
典
　
型
－
－
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
田
　
　
　
直
　
　
作

　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

　
ア
メ
リ
カ
大
陸
諸
国
に
お
け
る
華
僑
社
会
は
広
東
将
を
主
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
福
建
将
と
併
立
す
る
二
大
将
の
一
つ
と

し
て
の
、
広
義
の
広
東
将
の
特
性
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
た
め
、
以
下
三
藩
市
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
の
唐
人
街
=
C
h
i
n
a
t
o
w
n

に
お
い
て
成
立
を
み
て
い
る
著
僑
固
有
の
集
団
社
会
構
造
の
実
態
を
で
き
う
る
限
り
、
具
体
的
に
手
許
の
若
干
の
資
料
と
、
短
時
日

間
の
実
地
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
近
代
的
個
人
主
義
社
会
の
も
っ
と
も
高
度
に
発
達
を
み
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
伝
統
と
慣
行
の
支
配
す
る
前
期
的
な
集
団

社
会
構
造
を
保
守
し
な
が
ら
、
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ボ
ス
ト
ン
・
シ
カ
ゴ
・
ニ
ュ
ー
オ
ル

リ
ー
ン
ズ
・
デ
ト
ロ
イ
ト
・
シ
ア
ト
ル
等
の
主
要
請
都
市
に
お
い
て
、
唐
人
街
は
旧
態
依
然
と
し
た
停
滞
的
発
展
を
持
続
し
て
今
日

　
　
　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
日
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に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
自
由
主
義
と
個
人
主
義
の
支
配
す
る
近
代
資
本
主
義
社
会
の
環
境
の
う
ち
に
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
に
も
、
社
会
的
に
も
あ
ら
ゆ

る
変
化
へ
の
つ
よ
い
抵
抗
が
、
他
の
ア
ジ
ア
系
、
た
と
え
ば
日
系
社
会
と
比
較
す
る
場
合
に
も
と
く
に
明
確
に
観
取
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
若
い
世
代
が
ア
メ
リ
カ
化
し
て
唐
人
街
外
に
離
脱
し
て
ゆ
く
場
合
、
ま
た
は
多
く
の
広
東
祭
に
属
さ
な
い
個
々
の
中
国
人
が

唐
人
街
と
は
無
関
係
に
別
個
の
職
種
に
自
由
に
進
出
し
て
ゆ
く
場
合
も
少
く
な
い
。
だ
が
、
な
お
一
世
紀
余
り
以
前
に
成
立
を
み
た

ま
ま
の
集
団
社
会
構
造
を
保
守
し
て
、
強
化
さ
れ
ゆ
く
白
人
側
の
華
僑
移
民
排
斥
運
動
、
現
在
で
も
入
国
禁
止
に
近
い
制
限
を
う
け

な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
化
す
る
こ
と
な
く
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
」
を
各
主
要
都
市
に
形
成
し
て
い

る
そ
の
変
化
へ
の
頑
強
な
抵
抗
、
新
中
国
と
は
逆
に
旧
い
中
国
人
社
会
へ
の
固
執
が
何
に
起
因
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
主
要
な
ラ
ア

ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
今
夏
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
八
日
間
滞
在
の
う
ち
に
収
集
し
た
資
料
を
駆
使
し
て
、
そ
の
集
団
社
会
の
分
析
を

中
心
と
し
て
探
索
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
東
は
パ
シ
ラ
イ
ッ
ク
街
、
西
は
パ
イ
ン
街
、
南
は
キ
ア
ュ
ー
街
、
北
は
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
街
に
囲
ま
れ
る
一
六
区
画
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
唐
人
街
は
、
広
東
省
西
南
地
方
出
身
の
血
縁
的
・
地
縁
的
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構

造
の
特
性
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
諸
国
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
諸
都
市
に
お
け
る
広
東
祭
の
そ
れ
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
華
僑
社

会
の
二
大
祭
の
一
つ
と
し
て
の
広
東
祭
へ
の
理
解
に
資
す
る
こ
と
こ
そ
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
カ
州
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
と
華
僑
の
進
出

　
一
八
四
八
年
一
月
カ
リ
ラ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
峡
谷
=
S
a
c
r
a
m
e
n
t
o

v
a
l
l
e
y
に
お
け
る
金
鉱
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
が

一一90-



そ
の
春
ホ
ン
コ
ン
に
到
着
す
る
と
と
も
に
、
広
州
周
辺
の
零
細
農
民
を
駆
り
た
て
て
、
カ
州
へ
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
を
み
る
に

い
た
ら
し
め
た
。
ア
メ
リ
カ
の
東
部
か
ら
よ
り
も
、
太
平
洋
岸
諸
国
か
ら
の
船
便
に
よ
る
方
が
、
当
時
で
は
よ
り
迅
速
で
安
易
で
あ

っ
た
。
一
八
五
〇
年
に
は
ホ
ン
コ
ン
か
ら
カ
州
向
け
に
約
五
〇
〇
人
宛
を
の
せ
た
四
四
隻
の
船
が
出
発
し
た
。
一
八
五
〇
年
（
道
光
三

〇
年
）
に
広
西
省
で
開
始
を
み
た
洪
秀
全
（
広
東
省
花
県
人
）
の
太
平
天
国
の
乱
、
一
八
五
四
年
（
咸
豊
四
年
）
夏
に
勃
発
し
た
広
東

省
の
紅
巾
の
乱
は
、
さ
ら
に
こ
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
拍
車
を
か
け
た
。

　
一
八
四
八
年
ま
で
に
カ
州
入
国
し
た
中
国
人
数
は
七
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
八
二
年
ま
で
は
移
民
無
制
限

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
一
八
四
八
年
以
降
に
は
七
入
一
名
、
一
八
五
〇
年
に
は
四
、
〇
一
五
名
、
一
八
五
一
年
に
は
コ
一
、
〇
〇
〇
人

へ
と
激
増
を
み
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の
中
国
人
移
民
の
カ
州
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
の
入
出
国
者
数
は
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
カ
州
の
人
口
総
数
は
一
八
五
〇
年
度
に
は
入
二
、
五
九
七
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
七
〇
年
度
に
は
七
五
万
人
程
度
に
増
加
を

第１表サンフランシスコ港にお

ける中国人旅客の入出同数
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み
、
そ
の
一
二
％
強
が
中
国
人
で
あ
。
た
（
。
一
八
七
六
年
四
月
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
在
留
の
中
国
人
数
に
つ

い
て
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
著
書
ｇ
T
h
e

R
e
v
.
0
t
i
s
G
i
b
s
o
n
｡T
h
e

C
h
i
n
e
s
ei
n

A
m
e
r
i
c
a
｡
1
8
7
7
"
に
は
、
一
五
一
、
三
〇
〇
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
移
民
無
制
限
の
時
期
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
中
国
人
移
民
数
の
増
加
は
急
遠
で
あ
り
、
白
人
労
働

者
側
に
漸
次
危
惧
の
念
を
抱
か
し
め
た
。
さ
ら
に
、
珠
江
デ
ル
タ
地
帯
に
育
っ
た
零
細
農
出
身
の
中
国
人
苦
力
達
の
展
開
し
た
の
は

本
国
社
会
に
お
け
る
と
同
様
の
生
活
態
度
で
あ
っ
て
、
白
人
労
働
者
達
を
驚
嘆
せ
し
め
る
に
十
分
な
も
の
が
あ
っ
た
。
弁
髪
を
し
、

笠
を
か
ぶ
り
、
雑
炊
=

U
h
o
p
-
s
u
e
y
を
た
べ
、
少
数
の
女
子
は
纒
足
を
し
、
阿
片
の
吸
飲
、
番
攤
・
牌
九
等
の
賭
博
に
ふ
け
り
、
英

語
を
理
解
し
な
い
で
、
土
語
の
み
を
操
り
、
本
国
詰
都
市
に
お
け
る
と
同
様
の
姓
氏
的
・
同
郷
的
諸
団
体
と
、
そ
の
上
位
に
集
成
団

体
を
組
成
し
て
中
国
人
固
有
の
自
治
集
団
社
会
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
そ
の
強
靭
な
集
団
結
集
力
と
、
か
つ
華
僑
労
働
者
達
の
旺
盛

な
労
働
意
欲
と
勤
勉
性
は
白
人
労
働
者
達
の
驚
嘆
の
ま
と
で
あ
っ
た
。
右
の
事
態
に
と
も
な
う
排
華
の
気
風
は
す
で
に
一
八
五
〇
年

に
始
ま
っ
て
い
た
。
同
年
カ
ル
ラ
ォ
ル
ニ
ア
議
会
は
外
国
人
（
主
と
し
て
メ
キ
シ
コ
人
と
中
国
人
）
鉱
山
採
堀
者
に
対
し
毎
月
二
〇
ド

ル
の
免
許
税
、
一
八
五
二
年
に
は
月
三
ド
ル
、
翌
一
八
五
三
年
に
は
月
四
ド
ル
、
一
八
五
五
年
に
は
同
年
一
〇
月
一
日
ま
で
月
四
ド

ル
、
そ
の
後
毎
年
月
ニ
ド
ル
ず
つ
徴
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
鉱
山
採
堀
者
の
免
許
税
の
う
ち
、
華
僑
の
支
払
額
は
次
の
通
り
で
あ
っ
て
、
カ
州
財
政
収
入
の
約
二
分
の
一
に
相
当
す
る
以

外
に
、
初
期
を
除
い
て
全
く
排
華
政
策
そ
の
も
の
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
金
鉱
採
堀
か
ら
の
華
僑
の
し
め
だ
し
は
漸
次
奏
効

し
て
い
っ
た
。

　
　
年
　
　
　
度
　
　
　
　
　
外
国
人
鉱
山
採
堀
者
免
許
税
総
額
　
　
　
　
　
華
　
僑
　
支
　
払
　
額
　
　
　
そ
の
百
分
比

一
八
五
〇
－
一
八
五
四
年
　
　
　
一
七
四
、
五
四
二
・
〇
二
ド
ル
　
　
　
　
　
八
七
、
二
七
万
○
一
ド
ル
　
　
　
五
〇
％
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一
八
五
四
－
一
八
七
〇
年
　
四
、
九
一
九
、
五
三
六
・
四
〇
ド
ル
　
　
四
、
八
二
八
　
一
四
五
・
二
八
ド
ル
　
　
九
八
％

　
一
八
六
〇
年
に
は
、
華
僑
の
六
〇
％
が
鉱
山
探
堀
に
従
事
し
て
い
た
が
、
一
八
七
〇
年
に
は
、
四
五
％
に
減
少
し
、
そ
の
三
八
％

は
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
サ
ン
ノ
ゼ
等
の
諸
都
市
へ
移
動
し
て
い
っ
た
。

　
漸
次
、
華
僑
労
働
者
が
鉱
山
か
ら
農
業
・
鉄
道
建
設
・
園
芸
・
洗
濯
・
葉
巻
製
造
・
製
靴
・
生
果
収
穫
・
羊
毛
絲
髪
製
造
等
に
進

出
し
、
し
か
も
白
人
労
働
者
側
の
組
合
規
則
に
し
た
が
わ
な
い
低
賃
金
労
働
、
時
間
外
労
働
、
ま
た
苦
力
の
多
く
が
奴
隷
に
近
い
強

制
労
働
者
達
で
自
由
労
働
者
で
な
い
こ
と
等
の
諸
点
か
ら
し
て
、
チ
ャ
ｌ
テ
イ
ス
ト
、
も
し
く
は
労
働
組
合
主
義
者
の
流
れ
を
く
む

白
人
労
働
者
側
か
ら
の
反
感
と
排
華
の
風
潮
が
高
ま
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
華
僑
が
本
国
土
語
の
慣
用
、
賭
博
・
阿
片
・
娼
妓
に
関

連
す
る
諸
犯
罪
・
華
僑
諸
集
団
相
互
間
の
械
斗
、
さ
ら
に
唐
人
街
の
非
衛
生
等
か
ら
要
約
さ
れ
る
不
同
化
=
N
o
n
―
―
a
s
s
i
m
i
l
a
t
i
o
n
の

傾
向
も
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
一
八
六
八
年
七
月
二
十
八
日
締
結
の
米
清
間
の
バ
ー
リ
ン
グ
ー
ム
条
約
=
T
h
e

B
u
r
l
i
n
g
a
m
e
T
r
e
a
t
y
で
は
、
既
往
の
一
八

五
八
年
締
結
の
米
清
間
条
約
が
、
両
国
人
民
の
往
来
居
住
の
自
由
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
に
の
み
片
務
的
に
最
恵
国
待
遇
を
認
め

て
い
た
の
を
改
め
、
そ
の
第
七
条
に
お
い
て
平
等
互
恵
の
立
場
で
最
恵
国
待
遇
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
両
国
間
の
関
係
は

一
歩
前
進
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
つ
か
の
間
で
あ
っ
て
、
一
八
七
〇
年
代
に
は
い
る
と
と
も
に
、
前
述
の
事
態
に
加
う
る
に
鉱
山
業

ほ
か
一
般
工
商
業
の
不
況
の
襲
来
に
よ
る
白
人
失
業
労
働
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
排
華
の
風
潮
は
熾
烈
化
し
て
い
っ
た
。
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
一
八
七
七
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
労
働
者
の
キ
ア
ニ
ｌ
=
D
a
v
i
s

K
e
a
r
n
e
y
(
1
8
向
―
芯
弓
）
に
よ
っ
て

指
導
さ
れ
た
砂
地
暴
動
ｎ
∽
a
n
d
一
l
o
t
A
g
i
t
a
t
i
ｏ
n
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
排
華
の
風
潮
の
う
ち
に
、
一
八

八
〇
年
に
は
バ
ー
リ
ン
グ
ー
ム
条
約
の
修
正
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
中
国
人
労
働
者
の
入
国
に
つ
い
て
、
そ
の
制
限
と
停
止
の
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れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
太
平
洋
戦
争
中
一
九
四
三
年
十
二
月
そ
の
廃
止
を
み
る
に
い
た
る
ま
で
、
前
後
六
〇
年
間
余
の
存
続
を
み
て

い
た
。
右
の
排
華
法
の
撤
廃
後
も
、
華
僑
移
民
の
入
国
割
当
人
数
は
毎
年
一
〇
五
名
に
す
ぎ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
移
民
の
そ
れ
と

比
較
す
る
場
合
禁
止
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
づ
華
僑
移
民
入
国
禁
止
の
排
華
法
は
所
期
の
目
的
を
達
成
し
て
、
世
界
最
大
の
人
口
数

を
も
つ
中
国
人
の
在
米
人
ロ
数
を
最
近
一
世
紀
間
に
わ
た
っ
て
一
〇
万
人
台
に
と
ど
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
一
九
四
〇
年
度
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
人
種
別
人
ロ
数
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
っ
て
、
中
国
人
人
ロ
数
は
総
人
ロ
数
の
○
・
○
六

％
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
同
年
度
の
華
僑
の
ア
メ
リ
カ
各
州
分
布
人
口
数
は
次
頁
の
第
三
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
な
お
、
右
の
ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
け
る
人
ロ
数
の
ほ
か
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
華
僑
人
ロ
数
は
一
九
四
〇
年
度
二
八
、
七
七
四
名
、

一
九
五
〇
年
度
三
二
、
三
七
六
名
と
な
っ
て
い
る
剔
右
を
加
算
す
れ
ば
、
全
ア
メ
リ
大
詰
州
に
お
け
る
華
僑
人
口
数
は
一
九
四
〇
年

度
は
一
〇
六
、
二
七
八
名
と
な
り
、
現
在
で
は
一
〇
万
台
の
人
口
数
に
達
し
て
い
る
が
、
な
お
一
九
世
紀
後
半
に
到
達
し
た
華
僑
人

措
置
を
と
り
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
つ
い
で
、
右
の
条
約
修
正

に
も
と
づ
い
て
、
一
八
八
二
年
ア
メ
リ
カ
政
府
は
い
わ
ゆ
る
排
華
法

Ｈ
T
h
e
c
h
i
n
e
s
e

E
x
c
l
u
s
i
o
n
A
c
t
を
公
布
し
て
、
同
法
発
布
後

十
年
間
中
国
人
熟
練
労
働
者
と
鉱
山
労
働
者
の
入
国
が
禁
止
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
右
の
排
華
法
は
一
八
九
二
年
満
期
と
な
る
と
と

も
に
さ
ら
に
一
〇
年
間
延
長
さ
れ
た
。
つ
い
で
一
九
〇
二
年
に
は
右

の
排
華
法
は
外
交
官
・
学
生
・
旅
行
者
を
除
い
て
無
期
限
に
延
期
さ

第２表　アメリカ入口統計
1940年度全国人口総調査結
果

陳匡民編著「美洲華僑適鑑」組

育，中華民国三十九年，30頁
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ロ
数
を
上
廻
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
ゆ
か
な
い
。

　
右
に
つ
い
て
は
、
華
僑
人
口
数
自
体
に
お
け
る
男
女
数
の
不
均
衡
も
華
僑
人
口
数
の
増
加
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
な
か
っ
た
有
力

な
原
因
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
八
七
六
年
度
の
カ
州
に
お
け
る
華
僑
人
口
の
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
、
な
い
し
一
二
五
、
○
○

○
人
の
う
ち
、
婦
女
数

は
三
、
〇
〇
〇
人
程
度

で
、
し
か
も
そ
の
多
く

は
娼
妓
で
あ
っ
た
。
一

九
二
〇
年
度
の
人
口
統

計
で
は
男
六
九
五
人
に

対
し
、
女
一
〇
〇
人
、

す
な
わ
ち
、
七
対
一
の

比
で
あ
り
、
一
九
三
〇

年
度
で
は
華
僑
人
口
数

七
四
、
九
五
四
人
の
う

ち
、
男
五
九
、
九
〇
二

名
、
女
一
五
、
一
五
二

名
で
あ
っ
て
、
男
女
比

―－95-
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は
ほ
ぼ
四
対
一
で
あ
っ
た
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
排
華
政
策
は
奏
効
し
て
、
華
僑
人
口
の
増
加
を
坐
折
せ
し
め
た
。
右
の
男
女
比
の
不
均
衡
も
奏
、

こ
と
に
中
国
籍
民
の
そ
れ
の
入
国
制
限
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
前
述
の
ご
と
く
、
一
九
世
紀
後
半
に
力
州
総
人
ロ
数
の
約
一
二
％
を

占
め
て
い
た
華
僑
人
口
は
、
一
九
五
〇
年
度
の
同
州
総
人
口
数
一
〇
、
四
七
二
、
三
四
八
人
の
〇
・
三
％
に
し
か
相
当
し
な
い
程
度

に
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
総
人
口
敬
一
〇
万
金
は
今
日
で
は
各
地
に
分
散
し
、
カ
州
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
以
外

に
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
フ
レ
ス
ノ
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
・
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
・

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
シ
ア
ト
ル
等
の
西
部
の
論
都
市
か
ら
、
中
部
の
シ
カ
ゴ
・
デ
ト
ロ
イ
ト
・
エ
ル
パ
ソ
・
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ア
・
カ
ン
ザ

ス
、
さ
ら
に
東
部
の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
・
ボ
ス
ト
ン
・
バ
フ
ア
ロ
・
オ
ル
バ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
等
の
各
諸
都
市
に
大
小
の

唐
人
街
を
形
成
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
多
人
種
市
民
社
会
の
う
ち
に
あ
っ
て
も
、
も
っ
と
も
明
確
に
独
自
の
集
団
社
会
を
形
成
し
て
、

移
民
初
期
の
時
期
か
ら
問
題
と
さ
れ
た
非
同
化
の
傾
向
を
堅
持
し
て
い
る
。
中
国
人
に
関
す
る
限
り
は
本
国
文
化
を
固
執
し
て
そ
の

文
化
変
容
Ｈ
A
c
c
u
l
t
u
r
a
t
i
o
n
の
程
度
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
化
は
日
本
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
系
移
民
と
比
較
す
る
場
合
に
、
唐
人
街

の
外
貌
の
み
か
ら
し
て
も
、
よ
り
稀
薄
で
あ
る
と
論
結
し
う
る
程
度
に
お
よ
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
排
華
政
策
と
白
人
労
働

者
の
排
華
運
動
の
重
圧
、
他
方
本
国
に
お
け
る
清
朝
が
海
外
移
民
を
原
則
と
し
て
「
棄
民
」
と
し
て
取
扱
い
、
辛
亥
革
命
後
は
本
国

が
い
わ
ゆ
る
半
植
民
地
社
会
に
終
始
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
本
国
政
府
の
保
護
を
期
待
し
え
な
い
態
勢
下
に
お
い
て
も
、
な
お

本
国
文
化
を
ア
メ
リ
カ
の
移
民
者
社
会
の
う
ち
に
お
い
て
い
か
に
保
守
し
て
い
っ
た
か
を
、
ま
ず
そ
の
基
本
的
な
集
団
社
会
構
造
の

具
体
的
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
な
ら
し
め
て
ゆ
き
た
い
。
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二
　
地
域
別
七
大
会
館
成
立
の
経
過

広
東
聊
の
渡
来
月
前
述
の
ご
と
く
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
峡
谷
に
お
け
る
金
鉱
発
見
の
報
が
ホ
ン
コ
ン
に
達
す
る
と
と
も
に
、
カ
州
に
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渡
来
し
た
の
は
ヽ
ホ
ン
コ
ン
と
そ
の
対
岸
の
珠
江
三
デ
角
ル
州
タ
の
稲
作
地
帯
の
各
県
出
身
の
広
東
入
達
で
あ
っ
た
。

　
ホ
ン
コ
ン
居
住
の
中
国
人
に
つ
い
て
、
戦
後
上
海
方
面
か
ら
の
難
民
の
ふ
え
た
一
九
五
四
年
度
の
ハ
ン
ブ
ロ
ー
報
告
（
附
録
第
８
表
）

=
H
a
m
b
r
o
R
e
p
o
r
t
に
お
い
て
す
ら
、
そ
の
七
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
は
広
東
人
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
一
九
世

紀
中
頃
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
広
東
人
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
差
支
え
な
い
。
安
政
開
国
後
、
日
本
の
開
港
諸
都
市
へ
真
先

に
進
出
し
た
の
は
ホ
ン
コ
ン
経
由
の
広
東
人
で
あ
る
こ
と
は
本
誌
第
十
七
号
所
載
拙
稿
の
う
ち
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
（
同
誌
、
五
六
頁
）

　
広
州
が
開
港
以
前
の
外
国
貿
易
の
独
占
港
で
あ
り
、
南
京
条
約
（
一
八
四
二
）
以
後
は
そ
の
対
岸
の
ホ
ン
コ
ン
島
が
イ
ギ
リ
ス
資

本
の
東
洋
の
根
拠
地
と
な
り
、
広
東
人
の
海
外
渡
航
を
促
進
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
八
五
〇
年
広
東
省
花
県
人
洪
秀
全
の
お
こ
し

た
太
平
天
国
の
乱
、
つ
づ
く
一
八
五
四
年
の
紅
巾
の
賊
の
反
乱
、
そ
れ
に
つ
づ
く
、
広
東
省
西
南
部
の
「
仇
客
分
声
」
に
よ
る
「
本

地
」
=
p
u
n
t
i
s
と
｢
客
室
」
Ｈ
H
a
k
k
a
s
と
の
械
斗
に
よ
る
政
治
的
不
安
、
経
済
的
に
は
珠
江
デ
ル
タ
地
帯
の
零
細
農
の
窮
乏
化

も
出
国
の
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
カ
州
に
進
出
し
た
広
東
人
の
う
ち
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
た
の

は
、
四
邑
日
S
z
e
-
Y
a
t
（
広
東
省
恩
平
・
開
平
・
白
山
・
散
会
の
四
県
）
の
う
ち
の
台
山
県
人
で
、
珠
江
デ
ル
タ
地
帯
各
県
の
う
ち

台
山
県
は
も
っ
と
も
可
耕
地
が
少
く
、
年
間
三
、
四
カ
月
分
の
食
糧
し
か
生
産
し
え
な
い
窮
乏
県
で
あ
っ
た
。
単
に
、
力
州
へ
の
進

出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
、
こ
と
に
マ
ラ
ヤ
の
錫
鉱
区
へ
進
出
し
た
の
も
広
東
省
の
四
邑
系
集
団
で
あ
っ
た
。
苦
汁
労
働
を

厭
わ
な
い
零
細
農
の
出
身
で
あ
る
だ
け
に
、
金
鉱
区
・
錫
鉱
区
・
鉄
道
建
設
等
の
重
労
働
に
従
事
す
る
生
産
的
労
務
者
、
な
い
し
は

手
工
業
職
人
と
し
て
特
性
を
保
持
し
て
い
た
。
福
建
省
南
部
の
夏
門
方
面
出
身
の
泉
諦
愕
‥
‥
‥
泉
州
・
淳
州
集
団
が
、
歴
史
的
に
資
本

家
と
し
て
の
系
譜
が
海
上
商
人
型
に
属
す
る
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
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イ
ギ
リ
ス
の
ギ
ル
ド
研
究
の
権
威
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ン
ウ
イ
ン
＝
(
y
o
記
e
こ
ﾛ
乙
ﾛ
が
「
中
国
の
ギ
ル
ド
は
決
し
て
地
中
に
こ
び

り
つ
い
て
い
る
単
な
る
残
存
物
で
は
な
い
。
世
界
に
あ
ま
ね
き
中
国
人
の
ゆ
く
と
こ
ろ
、
彼
は
ギ
ル
ド
を
携
え
て
ゆ
く
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
洗
濯
屋
や
、
メ
ル
ボ
ル
ン
と
か
シ
ド
ニ
ー
の
指
物
屋
等
は
、
西
欧
の
工
場
立
法
者
の
最
低
賃
金
説
に
よ
る
役
立
た
な

い
方
策
を
冷
笑
を
も
っ
て
迎
え
う
る
ほ
ど
の
凝
集
力
を
そ
の
同
郷
組
織
の
う
ち
に
保
持
し
て
い
る
ご
と
述
べ
た
ご
と
く
、
カ
州
に

進
出
し
た
広
東
人
達
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
デ
ュ
ポ
ン
街
＝
D
毛
呂
t
汐
3
e
t
（
現
在
の
唐
人
街
の
銀
座
と
も
い
う
べ
き
（
j
r
a
n
t

A
v
Q
呂
e
）
を
中
心
と
す
る
地
帯
に
、
出
身
地
方
別
に
そ
の
所
属
の
同
郷
団
体
を
、
旧
中
国
諸
都
市
や
、
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
都
市
に

展
開
し
て
い
る
と
同
様
な
構
造
で
進
出
と
同
時
に
組
織
し
て
い
っ
た
。

　
岡
州
会
館
の
成
立
＝
一
八
五
一
年
、
力
州
に
お
け
る
華
僑
人
口
が
一
二
、
〇
〇
〇
人
程
度
に
達
す
る
と
と
も
に
、
真
先
に
設
立
さ

れ
た
の
は
岡
州
会
館
で
あ
っ
た
。
右
の
一
二
、
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、
岡
州
地
方
か
ら
進
出
し
た
も
の
は
、
一
〇
、
〇
〇
〇
人
程
度
で

あ
っ
た
。
カ
州
進
出
華
僑
の
う
ち
四
邑
人
が
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
恩
平
・
開
平
・
新
会
・
新
寧
（
現
在

は
台
山
と
呼
称
）
の
四
県
、
い
わ
ゆ
る
四
邑
と
隣
接
の
鶴
山
県
出
身
者
達
は
以
上
の
諸
県
が
旧
時
「
岡
州
」
に
所
属
し
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

か
ら
し
て
、
「
岡
州
会
館
」
の
名
の
も
と
に
今
日
の
板
街
=
P
i
n
e

S
t
r
e
e
t
に
同
郷
団
体
を
設
立
し
た
。

　
だ
が
、
そ
れ
は
つ
か
の
間
で
あ
っ
て
、
一
八
五
一
年
末
に
お
よ
ん
で
、
四
邑
集
団
の
大
部
分
の
も
の
は
別
個
に
「
四
邑
会
館
」
＝

S
z
c
Y
a
t
C
O
日
p
Q
日
当
を
組
織
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
岡
州
会
館
の
会
友
は
新
会
県
の
一
部
と
、
鶴
山
県
の
出
身
者
に
限
ら
れ
る

結
果
と
な
っ
て
ヽ
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
本
会
館
の
所
在
も
現
在
に
い
た
る
ま
で
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
唐
入
街
の
西
は
ず
れ
の

板
街
=
P
i
n
e

S
t
g
e
t
に
大
規
模
な
洋
式
建
築
に
取
り
か
こ
ま
れ
な
が
ら
依
然
と
し
て
古
宇
形
式
の
旧
態
を
保
持
し
て
い
る
。

　
入
口
に
は
「
岡
州
康
衢
{
=
=
}
{
o
品
c
y
呂
F
r
i
e
n
d
l
y

S
o
c
i
e
t
y
の
額
を
か
か
げ
、
左
右
に
は
「
岡
巒
鐘
地
脈
」
「
州
里
萃
人
文
」
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の
対
連
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
内
部
に
は
関
聖
帝
君
を
中
央
に
祭
り
、
左
右
に
孔
子
・
大
徳
禅
師
・
大
王
爺
・
財
帛
聖
君
・
華
陀
仙

師
（
満
代
良
医
）
　
・
趙
公
元
師
・
観
音
菩
薩
、
侯
王
爺
等
の
道
・
儒
・
仏
の
諸
仏
神
を
祭
祠
し
、
他
の
会
館
と
同
様
、
中
国
固
有
の

混
成
宗
教
の
特
性
を
反
映
せ
し
め
て
い
る
。

　
本
会
姓
の
会
員
数
は
、
一
九
四
二
年
当
時
で
二
、
五
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
四
年
度
の
六
山
墳
場
（
岡
州
会
姓
以

下
六
会
姓
の
墓
地
）
重
修
の
た
め
の
同
会
館
へ
の
出
捐
者
数
は
一
、
三
四
五
名
、
そ
の
出
捐
額
は
合
計
二
三
、
七
四
一
ド
ル
で
あ
っ

て
、
一
家
平
均
一
七
・
六
六
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
右
出
捐
者
数
、
一
、
三
四
五
名
の
う
ち
、
陳
姓
二
二
八
名
、
林
姓
同
じ

く
二
二
八
名
、
そ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
李
姓
一
〇
八
名
、
黄
姓
七
五
名
で
あ
っ
て
、
陳
・
林
の
両
姓
が
や
や
大
姓
の
傾
き
を
も
っ
て
い

る
が
、
概
し
て
多
数
の
小
姓
の
混
在
を
み
て
い
る
。

　
四
邑
会
館
の
成
立
＝
前
述
の
ご
と
く
一
八
五
一
年
末
岡
州
会
姓
か
ら
、
新
寧
（
台
山
）
　
・
恩
平
・
開
平
の
三
県
出
身
者
と
新
会
県

出
身
者
の
一
部
が
脱
退
し
て
、
別
個
に
四
邑
会
館
を
組
織
し
た
。

　
四
邑
集
団
は
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
う
ち
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
、
そ
の
主
体
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
で
「
四
邑
」

に
つ
い
て
若
干
の
補
説
を
し
て
お
こ
う
。

　
四
邑
は
広
州
珠
江
三
角
洲
の
下
流
の
西
江
の
支
流
で
あ
る
錦
江
流
域
に
あ
り
、
晋
末
か
ら
南
朝
に
い
た
る
ま
で
新
会
郡
に
所
属
し

て
い
た
。
新
会
郡
は
唐
朝
に
お
よ
ん
で
岡
州
と
改
め
ら
れ
、
現
在
の
四
邑
の
ほ
か
鶴
山
県
と
赤
渓
県
が
こ
れ
に
所
属
し
て
い
た
。
現

在
で
は
、
新
会
・
台
山
・
赤
渓
の
三
県
は
広
州
府
で
あ
り
、
開
平
・
恩
平
・
鶴
山
の
三
県
は
肇
慶
府
に
所
属
し
て
い
る
。
四
邑
は
広

州
・
肇
慶
の
両
府
に
分
裂
し
て
い
て
も
、
方
言
・
風
俗
は
共
通
し
、
四
邑
と
し
て
の
一
集
団
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
。
広
東
省
の
土

語
は
、
広
州
語
・
福
潮
語
・
客
家
語
に
三
大
別
さ
れ
う
る
が
、
四
邑
語
は
広
州
語
系
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
広
州
語
系
で
あ
っ
て
も
三
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邑
（
南
海
・
番
鳥
・
順
徳
の
三
県
）
語
と
も
、
語
気
・
字
詞
と
も
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
華
僑
社
会
で
は
、

四
邑
集
団
の
う
ち
こ
と
に
台
山
人
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
か
ら
し
て
、
北
京
語
や
広
州
語
よ
り
も
台
山
方
言
が
支
配
的
で
あ
る
。
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
今
日
の
中
華
学
校
も
、
四
邑
話
で
教
育
さ
れ
、
後
学
年
に
国
語
が
第
二
語
的
選
択
科
目
と
し
て
教
育
さ
れ
る
実

情
に
あ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
一
八
五
一
年
末
に
設
立
さ
れ
た
当
時
の
四
邑
会
姓
日
‥
汐
?
ぺ
ぽ
C
O
∃
t
呂
y
の
目
的
と
職
能
に
つ
い
て
、
ウ

イ
リ
ア
ム
・
ス
ピ
ー
ア
ー
＝
g
E
r
目
印
g
g
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
か
な
り
具
体
的
で
あ
る
か
ら
、
参
考
の
た
め
そ
れ
を

摘
録
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
本
会
姓
は
煉
瓦
造
り
で
あ
り
、
煉
瓦
塀
で
と
り
か
こ
ま
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
パ
イ
ン
街
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
サ

　
　
ク
ラ
メ
ン
ト
に
も
木
造
の
会
姓
が
あ
る
。

　
　
　
本
姓
は
新
寧
・
新
会
・
開
平
・
恩
平
の
四
県
、
い
わ
ゆ
る
四
邑
の
人
達
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。
後
年
に
は
鶴
山
・
四

　
　
会
の
両
県
か
ら
の
人
達
の
参
加
も
み
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
で
本
会
姓
の
名
称
ま
で
は
変
更
は
し
な
い
。
本
国
で
は
公
所

　
　
外
国
で
は
会
姓
・
公
司
を
も
つ
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
の
宗
旨
は
会
友
に
徳
行
主
義
を
教
化
し
、
そ
の
福
利
を
促
進
す
る
こ
と

　
　
に
あ
る
。
会
館
は
ア
メ
リ
カ
の
教
会
に
多
少
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
会
友
に
は
短
期
間
の
宿
泊
、
す
な
わ
ち
寝
台
・
燃
料

　
　
・
水
道
等
の
便
宜
が
提
供
さ
れ
る
。
老
年
疾
病
者
に
は
医
薬
と
宿
泊
設
備
が
提
供
さ
れ
、
疾
病
者
に
は
帰
国
の
旅
費
が
支
給
さ

　
　
れ
る
。

　
　
　
会
館
に
は
三
人
の
事
務
員
と
一
人
の
掃
除
夫
が
い
る
。

　
　
　
当
地
に
到
着
し
た
会
友
の
数
は
上
陸
地
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
八
五
四
年
十
二
月
三
十
一
目
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
一
六
、
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五
〇
〇
人
に
達
し
、
そ
の
う
ち
帰
国
し
た
も
の
約
三
、
七
〇
〇
人
で
あ
り
、
昨
年
四
月
会
友
三
、
四
〇
〇
人
が
退
出
し
て
、
別

に
寧
陽
会
館
‥
‥
=
‥
Z
.
F
㈲
ぺ
e
呂
叫
C
O
日
t
自
y
を
組
織
し
た
。
死
亡
者
は
三
〇
〇
人
余
で
、
カ
州
在
住
の
会
友
総
数
は
九
、
二
〇

〇
人
程
度
で
あ
る
。
当
地
か
ら
他
国
に
転
出
し
た
も
の
の
数
は
不
明
で
あ
る
。

　
本
会
館
は
会
友
か
ら
の
一
〇
ド
ル
・
一
五
ド
ル
、
な
い
し
二
〇
ド
ル
の
出
捐
に
よ
り
、
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
部
は

払
込
済
み
で
あ
り
、
残
額
は
帰
国
の
際
に
払
込
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
全
く
自
発
的
で
あ
っ
て
、
何
等
の
強
制
を
と

も
な
っ
て
い
な
い
。
無
能
力
者
・
疾
病
者
・
老
人
、
も
し
く
は
再
度
渡
来
の
も
の
は
そ
の
支
払
を
免
除
さ
れ
る
。

　
会
館
へ
の
払
込
金
の
充
当
さ
れ
る
諸
目
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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未
払
込
金
は
三
五
、
〇
〇
〇
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
払
込
未
申
請
額
は
六
、
七
〇
〇
ド
ル
以
上
と
み
こ
ま
れ
る
。

　
　
　
会
館
雇
用
の
事
務
員
は
選
挙
さ
れ
る
。
選
挙
に
際
し
て
は
、
各
邑
均
し
く
代
表
を
送
り
、
欠
席
の
場
合
に
も
そ
の
意
向
は
聴

　
　
取
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
被
選
挙
人
は
殷
実
で
担
保
の
提
供
を
必
要
と
す
る
。
六
ヵ
月
毎
に
選
挙
を
行
う
こ
と
と
し
、
誠
実
に

　
　
服
務
す
る
も
の
は
再
選
さ
れ
う
る
。

　
　
　
本
会
館
は
工
人
を
鉱
山
に
派
遺
し
て
、
営
利
を
は
か
る
こ
と
を
し
な
い
。
ま
た
、
奴
隷
を
購
入
し
、
使
用
す
る
等
の
こ
と
は

　
　
決
し
て
し
な
い
。
」

　
右
の
ス
ピ
ー
ア
ー
の
労
作
の
う
ち
の
岡
州
会
館
に
関
す
る
記
録
（
は
、
会
館
に
関
す
る
公
正
、
か
つ
信
頼
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

他
の
諸
会
館
と
同
様
、
自
治
的
相
互
扶
助
団
体
の
実
体
を
明
ら
か
な
ら
し
め
て
い
る
。
会
館
は
右
の
ス
ピ
ー
ア
ー
の
記
述
の
よ
う
に

決
し
て
営
利
機
関
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
郷
土
か
ら
渡
来
の
会
友
が
寄
宿
し
、
荷
物
を
寄
托
し
、
知
己
朋
友
の
集
会
に
あ
て
ら
れ
る

ほ
か
、
債
務
の
取
立
、
紛
争
の
仲
裁
、
そ
の
他
右
の
記
録
の
う
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
の
諸
機
能
を
果
し
て
い
た
も
の
と
し
て

差
支
え
な
い
。

　
一
八
五
一
年
末
に
設
立
さ
れ
た
四
邑
会
館
は
、
一
八
五
四
年
に
お
よ
ん
で
内
部
に
意
見
の
対
立
を
み
て
、
新
寧
県
人
（
台
山
人
）

は
全
部
退
出
し
て
、
別
に
「
寧
陽
会
館
」
を
組
織
し
た
。
四
邑
人
の
う
ち
、
台
山
人
が
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
て
い
た
だ
け
に
、
台

山
人
の
退
出
は
四
邑
会
館
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
た
。
寧
陽
会
館
の
設
立
と
と
も
に
、
四
邑
会
館
は
恩
平
・
開
平
両
県
出
身
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

新
会
県
の
出
身
者
の
一
部
に
の
み
に
限
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、
少
数
派
の
地
位
に
後
退
し
て
い
っ
た
。

　
つ
い
で
、
四
邑
会
館
の
解
消
を
導
い
た
の
は
、
一
八
六
二
年
恩
平
・
開
平
面
県
人
が
退
出
し
て
、
別
に
「
合
和
会
館
」
を
組
織
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
和
会
館
に
、
さ
ら
に
寧
陽
会
館
か
ら
退
出
し
た
合
山
県
出
身
の
余
姓
が
加
わ
っ
て
、
同
会
館
の
拡
大
を
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み
た
。
他
面
、
四
邑
会
館
に
は
き
わ
め
て
少
数
の
商
人
達
の
残
存
を
み
る
に
す
ぎ
ず
、
有
力
な
出
身
地
別
集
団
と
し
て
の
実
質
を
喪

失
し
て
、
今
日
で
は
弱
少
化
し
た
「
四
邑
客
商
公
所
」
=

S
e
e

Y
i
p
C
h
i
n
e
s
e

M
e
r
c
h
a
n
t
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
と
し
て
唐
人
街
の
コ
ム

マ
ー
シ
ァ
ル
街
a
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l

S
t
r
e
e
t
に
残
存
し
て
い
る
。

　
三
邑
会
館
の
成
立
‥
‥
・
一
八
五
一
年
岡
州
会
館
の
成
立
に
少
し
く
遅
れ
て
、
三
邑
会
館
ﾙ
b
a
m

l
u
p
c
o
日
召
弓
の
成
立
を
み

た
。
三
邑
集
団
は
広
州
省
城
を
と
り
ま
く
南
海
・
番
禹
・
順
徳
の
三
県
の
出
身
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
番
禹
県
に
北
接
す
る
花
県

の
出
身
老
兄
参
加
し
て
い
た
。
広
州
省
城
は
清
代
外
国
貿
易
の
独
占
港
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
同
省
城
の
内
外
は
外
国
貿
易
と

国
内
商
業
が
繁
盛
を
き
わ
め
て
い
た
。
し
か
も
、
省
城
の
銀
行
・
金
行
・
茶
行
・
絲
行
等
以
下
の
い
わ
ゆ
る
七
十
二
行
の
有
力
行
商

は
概
し
て
省
城
周
辺
の
地
元
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
南
・
番
・
順
三
県
の
出
身
者
達
の
経
済
的
地
位
は
四
邑
出
身
者
に
比

較
す
る
場
合
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
今
日
で
も
三
藩
市
中
華
総
商
会
の
有
カ
メ
ム
バ
ー
に
、
少
数
集
団
で
あ
っ
て
も
三
邑
系
が

少
く
な
い
こ
と
は
そ
の
こ
と
を
反
映
せ
し
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
州
に
進
出
し
た
三
邑
出
身
者
の
多
く
は
四
邑
糸
と
同
様
苦
力

労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
五
四
年
に
は
、
カ
州
ト
ル
ム
ン
県
＝
、
y
o
ざ
日
n
Q
C
o
n
ﾛ
ぐ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

金
坑
区
を
め
ぐ
っ
て
、
三
邑
と
客
家
集
団
と
の
間
に
大
規
模
の
械
斗
の
爆
発
す
ら
を
み
て
い
た
。

　
三
邑
系
は
別
個
の
三
邑
話
の
方
言
を
も
つ
こ
と
か
ら
し
て
、
四
邑
糸
支
配
の
中
華
学
校
と
は
別
に
三
邑
話
で
教
育
す
る
南
僑
学
校

を
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
街
に
経
営
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
別
個
の
言
語
共
同
体
を
構
成
す
る
の
み
な
ら
ず
、
四
邑
と
三
邑
と
の
間
に
は
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

し
い
械
斗
す
ら
発
生
す
る
場
合
も
み
ら
れ
た
。

　
三
邑
会
館
の
会
員
数
は
一
八
七
六
年
四
月
一
日
現
在
で
一
五
、
〇
〇
〇
人
、
一
九
四
二
年
度
で
は
、
一
、
五
〇
〇
人
と
見
積
ら
れ

て
い
る
％
一
九
五
四
年
六
山
墳
場
へ
の
同
会
館
の
寄
附
拠
出
者
数
は
一
、
二
九
二
名
を
算
し
て
い
る
。
そ
の
寄
附
合
計
額
は
三
三
、
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七
七
一
・
五
ド
ル
で
、
一
家
平
均
二
六
・
〇
九
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
七
大
会
館
の
う
ち
右
の
両
者
の
金
額
と
も
最
高
で
あ
り
、
前

述
の
ご
と
く
同
会
姓
会
員
の
経
済
的
地
位
の
高
い
こ
と
を
反
映
せ
し
め
て
い
る
。

　
一
九
五
四
年
度
の
六
山
墳
場
徴
信
録
に
よ
れ
ば
、
同
会
館
の
会
友
の
う
ち
に
、
大
姓
は
少
く
、
関
姓
が
二
四
三
名
占
め
て
い
る
の

が
多
少
目
立
つ
程
度
で
あ
り
、
小
姓
雑
居
の
傾
向
が
つ
よ
い
。
な
お
、
本
会
姓
が
花
県
を
も
含
め
て
こ
の
四
県
の
合
同
に
よ
る
こ
と

か
ら
し
て
、
そ
の
下
位
団
体
と
し
て
県
別
に
、
次
の
通
り
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
（
下
位
団
体
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
在
地
）

　
　
花
県
会
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
a
c
k
s
o
n

S
t
r
e
e
t

　
　
花
県
昌
善
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
t
o
c
k
t
o
n

S
t
r
e
e
t

　
　
南
海
九
江
慈
善
会
（
南
海
福
蔭
堂
）
g
回
国
品
{
0
n

S
t
r
e
e
t

　
　
番
禹
昌
厚
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
a
c
k
s
o
n

S
t
r
e
e
t

　
　
順
徳
行
安
善
党
　
　
　
　
　
　
　
　
J
a
c
k
s
o
n

S
t
r
Q
e
t

後
の
四
団
体
は
県
別
の
慈
善
団
体
で
あ
っ
て
、
会
友
の
帰
国
旅
費
支
給
・
老
年
貧
窮
の
邑
人
の
救
済
・
戦
前
は
遺
骨
の
本
国
帰
葬
等

の
事
業
を
本
会
姓
の
一
肢
体
と
し
て
推
進
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
南
海
福
蔭
堂
は
前
述
の
南
僑
学
校
（
初
級
小
学
・
高
級
小
学
・

初
中
・
高
中
・
四
・
二
・
三
・
三
制
）
＝
S
a
c
r
a
m
e
n
t
o

S
t
r
e
e
t
を
民
国
八
年
（
一
九
一
九
）
に
設
立
し
て
現
在
に
お
よ
ん
で
い
る
゜

　
陽
和
会
館
の
成
立
‥
＝
‥
広
東
省
の
南
部
の
珠
江
の
海
に
注
ぐ
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
香
山
県
（
現
在
名
・
中
山
県
）
か
ら
の
出
身
者
達

は
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
白
檀
香
の
産
地
と
し
て
の
檀
香
山
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
金
鉱
の
発
見
に
と
も
な
い
、
カ
州
へ
の

進
出
を
み
、
一
八
五
二
年
に
陽
和
会
館
6
ぺ
e
o
品
ギ
o
c
o
m
召
蔵
を
設
立
し
た
。
陽
和
は
地
名
と
何
等
関
係
な
く
、
単
に
男
性
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の
一
致
を
意
味
す
る
文
字
に
す
ぎ
な
い
。
今
日
の
ハ
ワ
イ
華
僑
（
一
九
六
〇
年
度
、
三
八
、
一
九
七
人
）
の
七
割
は
中
山
県
出
身
者

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
ハ
ワ
イ
ヘ
の
進
出
は
目
立
っ
て
い
る
が
、
カ
州
で
は
台
山
県
出
身
者
が
圧
倒
的
で
あ
っ
て
、
中
山
県
出
身
者
の
人

口
数
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
ピ
ー
ア
ー
の
記
述
の
う
ち
に
は
、
一
八
五
四
年
当
時
で
香
山
・
増
城
・
東
莞
の
三
県
か
ら
進
出
し
て
き

た
も
の
は
、
陽
和
会
館
に
自
身
報
告
の
義
務
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ホ
ー
イ
は
そ
の
労
作

の
「
華
僑
の
六
公
司
ら
の
う
ち
の
第
四
頁
で
、
陽
和
会
館
は
専
ら
中
山
県
出
身
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
と
し
、
つ
い
で
そ
の
第
一
五

頁
の
箇
所
で
は
、
中
山
・
東
莞
・
増
城
・
博
羅
の
四
県
出
身
者
（
但
し
、
東
莞
県
の
客
家
は
人
和
会
館
に
所
属
す
る
）
に
よ
り
成
立

す
る
と
し
て
い
る
。
孫
甄
陶
の
「
美
国
華
僑
史
略
」
（
台
北
・
中
華
民
国
五
十
一
年
刊
行
）
の
う
ち
に
は
、
中
山
県
人
が
一
八
五
二
年

に
陽
和
会
館
を
設
立
し
、
東
莞
・
増
城
・
帰
善
（
現
在
名
、
恵
陽
）
　
・
博
羅
等
の
各
県
出
身
者
が
こ
れ
に
所
属
し
た
と
し
て
い
る
。

（
回
書
、
四
五
頁
）
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
陽
和
会
館
は
そ
の
下
位
団
体
が
中
山
県
に
所
属
す
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
中
山
県
出
身
者
を

主
体
と
し
、
そ
れ
に
若
干
の
同
県
の
対
岸
に
あ
る
東
莞
・
増
城
・
博
羅
・
恵
陽
の
諸
県
出
身
者
が
参
加
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ス

ピ
ー
ア
ー
は
そ
の
労
作
の
う
ち
に
、
既
述
の
四
邑
会
館
の
規
則
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
陽
和
会
館
の
そ
れ
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
四
邑
会
館
の
そ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
く
。

　
中
山
県
は
そ
の
名
称
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
孫
中
山
（
広
東
省
香
山
県
人
、
諱
・
文
、
字
・
逸
仙
、
号
・
中
山
）
（
一

八
六
五
ｌ
一
九
二
五
）
の
出
身
県
で
あ
っ
て
、
孫
文
は
同
県
の
翠
享
村
の
生
れ
で
あ
っ
た
。
十
四
才
の
時
マ
ウ
イ
王
=
=
K
i
n
g

o
f
M
-

a
u
i
と
い
わ
れ
た
兄
の
牧
場
主
の
孫
徳
彰
を
頼
っ
て
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
三
年
間
英
語
教
育
を
う
け
て
一
旦
帰
国
し
、
つ
い
で
日
清
戦

争
の
勃
発
し
た
一
八
九
四
年
ハ
ワ
イ
に
再
度
渡
航
し
て
、
反
清
革
命
の
秘
密
結
社
と
し
て
の
「
興
中
会
Ｌ
を
組
織
し
た
こ
と
は
著
名
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の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
後
一
八
九
六
年
、
一
九
○
三
年
の
渡
米
、
一
九
〇
五
年
東
京
で
中
国
同
盟
会
（
興
中
会
・
華
興
会
・
光
後
会

の
合
同
）
の
結
成
後
、
一
九
〇
九
年
、
一
九
一
一
年
の
渡
米
の
際
に
陽
和
会
館
等
の
中
山
系
の
同
郷
組
織
、
な
い
し
は
米
洲
各
他
の

華
僑
社
会
に
成
立
を
み
て
い
た
秘
密
結
社
の
「
洪
門
致
公
堂
」
の
組
織
網
を
利
用
し
た
ご
と
に
つ
い
て
は
、
後
節
で
詳
述
し
た
い
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
ハ
ワ
イ
で
は
中
山
系
は
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
が
、
カ
州
で
は
四
邑
系
勢
力
の
も
と
に
圧
迫
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
・
一
八
七
六
年
四
月
一
日
現
在
で
ヽ
　
一
二
ゝ
○
○
○
人
ヽ
一
九
四
二
年
度
で
二
ゝ
五
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
吻
「
六
会
館
重

修
六
山
墳
場
徴
信
録
」
二
九
五
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
同
会
館
出
捐
者
数
は
二
、
〇
七
二
人
を
算
す
る
。
同
年
の
六
山
墳
場
重
修
の

た
め
の
出
捐
額
は
合
計
二
八
、
三
六
〇
ド
ル
で
、
一
家
平
均
一
三
・
六
九
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
会
館
も
小
姓
雑
居
の
傾
向
か
つ
よ
く
、
目
立
っ
た
同
姓
聚
居
の
い
わ
ゆ
る
大
姓
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
会
館
の
下
位
団
体

と
し
て
は
後
述
の
合
和
会
館
・
寧
陽
会
館
の
場
合
の
ご
と
く
有
力
な
姓
氏
団
体
が
下
属
す
る
場
合
と
は
相
違
し
て
、
同
県
内
の
村
落

別
団
体
が
そ
の
下
位
団
体
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

る
。

　
　
　
隆
都
同
善
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
都
会
館

　
　
　
得
都
会
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恭
常
都
会
館

　
　
　
四
大
邦
積
善
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
隠
郡
策
社

　
　
　
谷
都
三
郷
同
郷
会
　
　
　
　
　
　
　
　
安
堂
同
郷
会

　
　
　
竜
頭
環
同
郷
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
港
頭
同
郷
会

　
　
　
県
享
同
郷
会
（
孫
文
出
身
）
　
　
　
　
　
北
台
同
郷
会
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烏
石
寄
廬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
園
博
雅
社

　
こ
れ
等
の
小
規
模
な
村
落
別
団
体
が
、
同
村
出
身
者
の
娯
楽
集
会
の
場
所
で
あ
る
ほ
か
、
会
友
達
は
清
明
節
の
掃
墓
を
と
も
に

し
、
六
山
墳
場
に
お
け
る
墓
地
す
ら
、
村
落
別
に
と
も
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
き
わ
め
て
強
靭
な
地
縁
的
結
合
意
識
が
汲
み

と
ら
れ
る
。
右
に
つ
い
て
は
別
に
後
節
で
詳
述
す
る
。

　
人
和
会
館
の
成
立
＝
一
八
五
二
年
に
は
前
述
の
陽
和
会
館
の
ほ
か
、
さ
ら
に
第
五
番
目
の
同
郷
団
体
と
し
て
、
「
協
吉
会
姓
」
＝

H
i
p
K
a
t
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
の
成
立
を
み
た
り
同
会
館
は
厳
密
に
は
地
域
団
体
で
は
な
く
ヽ
広
東
省
南
部
の
宝
安
・
赤
渓
゜
東
莞
の
諸

県
と
潮
梅
地
方
に
散
在
す
る
客
家
族
乙
y
[
a
k
r
t
r
i
b
e
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
た
。
広
東
省
人
が
一
般
に
本
地
＝
吻
呂
t
r
と
呼
ば
れ

る
の
に
対
し
、
対
称
的
に
客
家
‥
＝
}
{
Q
k
k
a
s
｡

o
r
K
h
e
h
s
の
名
が
あ
り
、
広
東
省
か
ら
隣
接
の
福
建
省
の
南
西
部
の
山
岳
地
帯
に

ま
で
散
在
し
て
い
る
。

　
本
地
系
の
四
邑
・
三
邑
集
団
と
客
家
と
の
械
斗
は
本
国
の
広
東
省
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
出
先
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
、
カ

州
に
お
よ
ぶ
ま
で
十
九
世
紀
の
後
半
年
代
時
を
同
じ
く
し
て
波
及
し
て
い
た
。
右
の
械
斗
の
結
果
は
マ
ラ
ヤ
内
部
諸
州
を
イ
ギ
リ
ス

の
保
護
領
化
し
、
広
東
省
に
は
客
家
の
居
住
に
あ
て
る
た
め
の
赤
渓
県
が
台
山
県
の
南
部
に
新
設
さ
れ
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
客
家

を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
後
節
に
ゆ
ず
る
。

　
な
お
、
協
吉
会
館
は
そ
の
設
立
の
四
年
後
「
人
和
会
館
」
―
ぺ
呂
屑
o
c
o
∃
t
a
n
y
と
改
称
し
て
現
在
に
お
よ
ん
で
い
る
。
人

和
会
館
所
属
の
会
友
数
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
六
年
四
月
一
目
現
在
で
、
四
、
三
〇
〇
名
、
一
九
四
二
年
度
、
五
〇
〇
名
、
一
九
五

四
年
度
六
山
墳
場
重
修
出
捐
者
数
は
二
五
三
名
を
算
す
る
。
そ
の
出
捐
総
額
は
三
、
二
一
八
・
五
ド
ル
、
一
家
平
均
額
は
一
二
・
七

二
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
心
本
会
姓
も
ま
た
小
姓
雑
居
で
大
姓
の
存
在
を
み
な
い
。
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寧
陽
会
舘
の
成
立
日
‥
一
八
五
四
年
に
は
第
六
番
目
に
新
寧
県
（
現
在
名
、
台
山
県
）
出
身
者
の
同
郷
団
体
と
し
て
の
七
大
会
館
中

も
っ
と
も
有
力
な
「
寧
陽
会
館
」
口
2
F
n
ぺ
g
n
n
c
o
m
p
a
n
y
の
成
立
を
み
た
。
四
邑
が
岡
州
会
館
か
ら
脱
出
し
て
、
四
邑
会
館

を
組
織
し
た
と
同
様
、
全
台
山
県
出
身
者
は
内
部
紛
争
の
結
果
四
邑
会
館
か
ら
退
出
し
て
、
別
個
に
寧
陽
会
館
を
組
織
し
た
。
四
邑

系
の
う
ち
、
台
山
県
出
身
者
が
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
て
い
た
だ
け
に
ヽ
右
の
退
出
は
四
邑
会
館
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
り
台
山

県
は
前
述
の
ご
と
く
典
型
的
な
貧
農
県
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
多
数
派
を
形
成
し
、
そ
の
本
国
送
金
に
よ
り
、
台
山
県
は

四
邑
の
う
ち
財
力
に
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
、
繁
盛
を
き
わ
め
る
県
と
し
て
抬
頭
し
た
。
近
代
的
な
房
屋
・
道
路
の
建
設
、
光
緒
三
十
二

年
か
ら
同
三
十
四
年
（
一
九
〇
六
ｌ
一
九
〇
八
）
に
か
け
て
、
全
長
二
一
四
支
里
の
寧
陽
鉄
路
の
建
設
・
通
済
橋
の
架
橋
・
水
力
発
電

廠
の
設
置
・
教
育
方
面
に
お
け
る
中
等
学
校
・
職
業
学
校
・
女
子
師
範
等
の
設
立
、
こ
と
に
台
山
中
学
は
華
南
各
省
の
う
ち
に
冠
た

る
も
の
が
あ
り
、
米
洲
台
山
華
僑
の
出
捐
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
台
山
系
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
み
な
ら
ず
、
ニ
　
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
等
の
米
洲
主
要
都
市
で
も
多
数
派
を
形
成
し
て
い
た
。

　
一
八
五
四
年
ま
で
に
は
四
万
人
以
上
の
華
僑
が
カ
州
の
北
部
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド
凡
く
[
o
t
r
a
r
o
t
と
南
部
の
諸
鉱
山
に
進
出
し
て

い
っ
た
が
、
そ
の
大
部
分
が
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
定
住
す
る
か
、
も
し
く
は
そ
こ
に
本
拠
を
お
い
て
唐
人
街
を
形
成
し
て
い
た
。

一
八
七
六
年
四
月
一
目
現
在
で
、
寧
陽
会
館
の
会
員
数
は
七
五
、
〇
〇
〇
人
で
力
州
華
僑
総
数
（
一
五
一
、
三
〇
〇
人
）
の
約
二
分

の
一
を
占
め
て
い
た
。
一
九
四
二
年
度
で
、
一
三
、
五
〇
〇
〇
人
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
七
大
会
館
の
会
員
総
数
の
四
六
％
を
占

め
、
三
藩
市
中
華
会
館
の
董
事
総
数
五
五
名
の
う
ち
、
二
七
名
は
寧
陽
会
館
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
董
事
派
遣
数
は
現
在
で

も
変
更
を
み
て
い
な
い
。
六
山
墳
場
は
寧
陽
会
館
以
外
の
六
大
会
館
（
岡
州
・
陽
和
・
合
和
・
三
邑
・
肇
慶
・
人
和
の
諸
会
館
）
に

よ
っ
て
経
営
さ
れ
、
会
員
数
の
多
い
寧
陽
会
館
は
単
独
に
「
寧
陽
余
慶
堂
山
所
」
の
墓
地
を
別
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
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六
山
墳
場
重
修
徴
信
録
を
通
じ
て
、
同
会
館
の
会
員
の
内
容
を
明
確
に
す
る
手
段
は
な
く
、
同
徴
信
録
に
は
台
山
系
の
特
志
出
捐
者

四
二
六
名
の
氏
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
、
黄
姓
七
六
名
、
李
姓
五
二
名
で
、
大
姓
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
既
述
の
ご
と
く
、
三
邑
・
陽
和
の
両
会
館
の
下
位
団
体
が
県
別
、
も
し
く
は
村
落
別
の
地
縁
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
寧
陽
会

館
に
は
そ
の
よ
う
な
下
位
地
縁
団
体
が
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
内
部
に
は
同
姓
聚
居
の
大
姓
が
割
拠
す
る
傾
向
か
つ
よ
く
み
ら
れ
る
。

前
述
の
ご
と
く
、
一
八
六
二
年
に
は
寧
陽
会
館
の
う
ち
の
大
姓
で
あ
る
余
姓
―
＝
‥
ぺ
e
Q
叫
呂
が
大
挙
し
て
、
四
邑
会
館
か
ら
脱
退
し

恩
平
・
開
平
両
県
人
と
合
同
し
て
、
合
和
会
館
=
H
o
p

W
o
c
o
日
召
肩
を
設
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
寧
陽
会
館
の
大
姓
聚
居
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
主
席
・
副
主
席
・
通
事
が
各
姓
代
表
の
交
代
で
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
九
年
度

の
正
主
席
は
黄
氏
、
副
主
席
は
李
氏
、
通
事
は
伍
氏
で
あ
る
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
年
度
に
は
正
主
席
は
許
氏
、
副
主
席
は
劉
氏
、

通
事
は
梅
氏
と
そ
の
交
代
を
み
て
い
る
。
各
姓
の
う
ち
、
黄
姓
が
も
っ
と
も
雄
偉
な
大
姓
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
正
副
主
席
・
通
事

に
選
出
さ
れ
る
頻
度
が
高
い
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
華
僑
も
、
台
山
系
華
僑
が
多
数
派
を
形
成
し
、
そ
れ
だ
け
に
同
地
華
僑
に
黄
姓
の
多

い
こ
と
は
本
誌
第
十
八
号
所
載
拙
稿
「
明
治
年
間
に
お
け
る
華
僑
資
本
の
特
性
」
］
い
の
う
ち
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
（
同

誌
、
一
九
二
頁
）
。
本
会
館
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
地
縁
団
体
よ
り
も
、
血
緑
的
姓
氏
団
体
が
そ
の
下
位
団
体
と
し
て
重
要
な
機
能
を

果
し
て
い
る
。
下
位
の
地
縁
団
体
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
台
山
県
海
晏
地
区
の
団
体
と
し
て
の
「
海
晏
公
所
」
‥
‥
‥
}
{
o
y
Y
i
n

A
s
s
0
-

c
i
a
t
i
o
n
(
c
r
y
S
t
r
e
e
t
）
が
み
ら
れ
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
姓
氏
団
体
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
節
で
詳
述
す
る
。

　
合
和
会
館
の
成
立
＝
一
八
六
二
年
に
先
に
四
邑
会
館
か
ら
、
恩
平
・
開
平
両
県
人
が
退
出
し
て
、
別
に
合
和
会
館
＝
ｺ
召
肖
o

c
o
ﾖ
召
n
べ
を
組
織
し
た
。
さ
ら
に
、
寧
陽
会
館
か
ら
台
山
県
出
身
の
「
余
」
姓
が
脱
退
し
て
合
和
会
館
に
参
加
し
た
。
合
和
会
館

は
、
他
の
寧
陽
・
三
邑
・
岡
州
・
陽
和
・
人
和
の
諸
会
館
と
同
格
の
立
場
で
相
伍
し
て
、
後
述
の
ご
と
く
上
位
団
体
と
し
て
の
中
華
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会
館
を
組
織
し
て
俗
に
「
六
公
司
」
‥
‥
‥
c
h
i
n
e
s
e

S
i
x
c
o
m
p
a
n
i
e
s
を
成
立
す
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
一
八
九
〇
年
台
に
本
会
館

か
ら
恩
平
・
開
平
両
県
人
の
若
干
が
退
出
し
て
、
「
恩
開
会
館
」
‥
‥
‥
ゴ
n
}
{
0
‘
c
o
m
p
a
n
y
を
組
織
し
た
。
だ
が
、
そ
の
会
員
数
の

少
数
の
た
め
、
恩
開
会
館
は
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
成
立
し
て
い
た
後
述
の
「
肇
慶
会
館
」
に
吸
収
さ
れ
解
消
し
た
。

　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ボ
ー
イ
は
一
九
四
二
年
当
時
の
合
和
会
館
に
つ
い
て
、
開
平
・
恩
平
両
県
人
の
大
部
分
と
、
台
山
県
の
余
姓
と
、

開
平
県
の
鄧
姓
に
よ
り
成
立
す
る
と
述
べ
て
い
る
り
今
ヽ
　
一
九
五
四
年
度
の
「
六
山
墳
場
徴
信
録
」
に
よ
れ
ば
ヽ
合
和
会
館
の
出
捐

者
数
は
一
、
二
六
七
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
余
姓
は
六
六
三
名
、
鄧
姓
は
二
〇
三
名
で
あ
っ
て
、
同
姓
聚
居
も
し
く
は
大
姓
の
傾

向
か
つ
よ
く
み
ら
れ
る
。
開
平
県
の
司
徒
姓
は
次
の
肇
慶
会
館
に
参
加
し
て
い
る
。
余
姓
は
「
余
風
采
武
渓
公
所
」
と
そ
の
下
位
に

　
「
余
紹
賢
堂
」
を
組
織
し
、
鄧
姓
は
別
に
「
鄧
高
密
公
所
」
の
姓
氏
団
体
を
組
織
し
て
い
る
。
陽
和
会
館
の
場
合
は
下
位
に
村
落
団

体
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
合
和
会
館
の
場
合
は
姓
氏
団
体
が
支
配
的
で
あ
る
。
姓
氏
団
体
に
つ
い
て
は
後
節
に
ゆ
ず
る
。

　
肇
慶
会
舘
の
成
立
Ｈ
‥
一
八
九
〇
年
代
に
、
広
東
省
中
部
の
肇
慶
府
の
出
身
者
は
「
肇
慶
会
館
」
=

S
h
e
W
回
n
㈲
C
呂
屯
呂
y
を

設
立
し
た
。
最
初
は
肇
慶
府
の
高
要
・
高
明
両
県
出
身
者
が
中
心
と
な
り
、
つ
い
で
陽
春
・
陽
江
の
両
県
人
が
参
加
し
、
さ
ら
に
前

述
の
恩
開
会
館
の
解
消
に
と
も
な
い
、
恩
平
・
開
平
両
県
人
の
一
部
が
肇
慶
会
館
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ボ
ー
イ

の
説
明
に
よ
る
と
、
右
の
ほ
か
肇
慶
府
の
四
会
県
人
と
広
州
府
の
三
水
・
清
遠
両
県
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　
七
大
会
館
の
う
ち
、
最
後
に
成
立
し
た
「
肇
慶
総
会
館
」
へ
は
前
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
通
り
、
少
数
派
の
各
県
出

身
者
が
合
同
し
て
、
同
会
館
を
組
織
し
、
他
の
六
大
会
館
と
は
対
等
の
立
場
で
、
中
華
総
会
館
へ
の
代
表
派
遣
の
途
を
開
い
て
い
っ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
な
お
、
肇
慶
府
は
、
高
要
・
高
明
・
四
会
・
陽
春
・
湯
江
・
開
平
・
恩
平
・
鶴
山
・
新
興
・
広
寧
・
封
川
・
雲
浮
・
開
建
・
欝
南
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・
羅
定
・
徳
慶
の
一
六
県
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
右
の
う
ち
、
肇
慶
総
会
館
に
所
属
し
て
い
る
の
は
、
前
七
県
で
あ
っ
て
、
そ
の
何

れ
も
は
珠
江
の
流
域
か
、
南
シ
ナ
海
に
面
し
て
い
る
諸
県
で
あ
っ
て
、
奥
地
諸
県
か
ら
の
出
身
者
の
参
加
を
み
て
い
な
い
。

　
一
九
四
二
年
度
の
肇
慶
総
会
館
の
会
友
数
は
四
、
〇
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
咄
〇
　
一
九
五
四
年
年
度
六
山
墳
場
徴
信
録
に
よ
れ

ば
、
一
、
七
二
七
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
出
損
総
額
は
、
二
一
、
四
五
八
ド
ル
、
一
家
平
均
は
一
二
・
四
二
ド
ル
で
あ
る
。

　
会
友
の
う
ち
、
周
姓
二
七
〇
名
、
方
姓
二
二
七
名
、
関
姓
一
六
六
名
、
開
平
県
出
身
の
司
徒
姓
四
五
名
等
が
目
立
っ
て
い
る
。
著

名
の
安
良
党
首
領
の
司
徒
美
堂
（
広
東
省
開
平
県
人
、
に
呂
―
ご
呂
)
＝
汐
t
o
K
e
7
t
~
n
も
本
会
館
に
所
属
し
て
い
た
。

　
上
述
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
三
藩
市
に
お
け
る
地
域
別
七
大
会
館
の
成
立
経
過
の
輪
郭
の
程
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
等
の
七
大
会
館
が
上
位
団
体
と
し
て
の
「
中
華
総
会
館
」
を
組
織
し
、
外
郭
に
別
個
の
「
堂
会
」
、
「
姓
氏
団
体
」
、
「
中
華
総
商

会
」
を
配
置
し
て
、
唐
人
街
を
形
成
し
て
ゆ
く
経
過
と
、
そ
れ
等
の
構
造
と
機
能
、
な
ら
び
に
特
性
に
つ
い
て
は
次
号
に
ゆ
ず
る
。
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